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消防団用消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ 小型動力ポンプ付）仕様書 

岐阜市消防本部   

 

第1 総 則 

１ 本仕様書は、岐阜市消防本部（以下「本部」という。）が令和３年度に更新配備す

る消防団用消防ポンプ自動車（以下「車両」という。）の製作及びそれに関する一

切に適用する。 

 

２ 契約に当っては、本仕様書を了承するとともに、疑義の生じた時は、本部に質問し、

十分熟知のうえ契約すること。 

なお、契約後の疑義一切は総て本部の解釈に従うものとする。 

 

３ 車両は、この仕様書に定める他、車両の規格等、関連法令、基準に適合するととも

に、完成後は、道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）及び道路運送車両の

保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号）に適合し、緊急自動車として承認が得ら

れるものであること。 

 

４ 製作に先立ち受注者は、次の図面（Ａ４ファイルにて製本）を提出して承認を受け

るとともに、本部と製作上細部にわたり十分な打合せを行い指示を受けるものとす

る。 

(1) 承認図等（契約締結後８週間以内） 

ア 製作承認図（５面  前・後・上・左・右）          ２部 

イ 製作工程表              ２部 

ウ 諸元性能一覧表（ポンプ鑑定書含む）    ２部 

エ 配管図及び特装部の配線図            ２部 

オ その他消防本部が指示する図書           ２部 

(2) 完成車納入時（キングファイル No.1473×２） 

ア 車両点検整備説明書（車両修理書）    １部 

イ 消防ポンプの点検整備書及びパーツリスト         各１部 

ウ 車両保証書及び取付け装備品及び機器の保証書        １部 

エ 自動車検査証等の写      １部 

オ 写真（外観四面）及び工程写真        ２組 

カ 重量実測証明書・転覆角度実測証明書 

悪路走行試験検査証明書              各１部 

 （新規登録検査前に提出すること。） 

キ その他消防本部が指示する図書 
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５ 製作に伴う諸種の理由で本仕様書に変更を必要とする時、或いは疑義の生じた時は

直ちに本部に連絡のうえ、消防課員と協議すること。 

 

６ 製作に当っては、次の点に留意すること。 

(1) 車体は、常時登録された車両総重量の状態において十分耐え得るものであり、軽

量頑丈優美であること。 

(2) 取扱い操作が簡単であり、点検及び整備が容易に行えること。 

(3) 製作艤装全般にわたり厳重検査を実施すること。 

 

第2 概 要 

１ この車両は、キャブオーバー型ダブルキャブの後方にポンプ室、加納式ホースカー

を備えた車両であること。 

また、普通免許で運転できるよう車両総重量は３．５t 未満とする。 

 

２ ポンプは、シャーシ固有の動力伝達装置で駆動するインデューサー付一段ボリュー

トポンプを装備し、井戸、河川、消火栓等の水利から強力な放水ができ、火災、そ

の他あらゆる災害に迅速、かつ的確に活動し得る構造であること。また、長時間の

連続放水等で、排気ガス浄化装置が自動再生又は、手動再生ができて活動に支障を

きたさない構造であること。 

 

３ 車両の隊員席にエアーコンディショナーを設けること。 

 

４ 納入台数    1 台 

 

第3 仕 様 

１ シャーシ 

(1) シャーシ型式 

ア シャーシ   ダブルキャブ型 1.15t 級（消防車仕様とする） 

イ ホイールベース  ２，６００ｍｍ未満 

ウ エンジン   ディーゼルエンジン １００kw 以上 

新長期規制値をクリア 

エ 駆動方式   後輪駆動（オートマチックトランスミッション） 

オ 全長・全幅・全高  ５，５００×１，８５０×２，４００ｍｍ以下 

カ 乗車定員   ５名以上 

キ 車両総重量   ３，５００ｋｇ未満（普通免許対応） 

(2) シャーシ装備品 

ア 動力伝達装置  PTO 

イ エンジンガバナー  オールスピード式 
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ウ オイルクーラー 

エ 補助クーラー 

オ ジェネレーター １２V－８０A 以上 

カ バッテリー  ８５D２６L×２個 

バッテリー（２個）点検が容易に実施出来る構造 

であること。 

キ カーラジオ  AM/FM 付、オーバーヘッドに移設 

ク サイドバイザー 各ウインドーに取付 

ケ 助手席にサンバイザー取付 

コ 集中ドアロック 

サ パワーウィンドー 

シ スタッドレスタイヤ（全輪、スペアータイヤ含む） 

ス アウトサイドミラー（助手席側電動格納式） 

セ 車両バッテリー充電器（ズボラ 接続コード１０ｍ含む） 

ソ リヤバックアイカメラ 

(3) 付属品 

ア 自動車標準工具一式 

 

２ 艤装材料は、次に掲げるもの又はこれらと同等以上の強度及び耐久性を有するもの

を使用すること。 

日本工業規格（工業標準化(昭和２４年法律第１８５号)第１７条第１項の日本工業

規格をいう。以下同じ） 

部 品 名 材     料 

ポ 

 

 

 

ン 

 

 

 

プ 

羽根車 日本工業規格 Ｈ５１２０ （銅及び銅合金鋳物） 

 〃 Ｈ５１２０ （銅及び銅合金鋳物） 

ポンプケース 〃 Ｈ５１２１ （銅合金連続鋳造鋳物） 

 〃 Ｇ５５０１ （ねずみ鋳鉄品） 

 〃 Ｈ５２０２ （ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ合金鋳物） 

ポンプ軸 〃 Ｇ４３０３ （ステンレス鋼棒） 

 〃 Ｇ４１０２ （ニッケルクロム鋼鋼

材) 

真空ポンプ 〃 Ｈ５１２０ （銅及び銅合金鋳物） 

 〃 Ｈ５１２１ （銅合金連続鋳造鋳物） 

真空ポンプ軸 〃 Ｇ４０５１ （機械構造用炭素鋼鋼

材) 

重要動力伝導軸 〃 Ｇ４０５１ （機械構造用炭素鋼鋼

材) 

重要動力伝導歯 〃 Ｇ４０５２ （焼入性を保証した構造
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車 用鋼鋼材(H 鋼)） 

吸、吐水用配管 〃 Ｇ５５０１ （ねずみ鋳鉄品） 

〃 Ｇ３４５２ （配管用炭素鋼管） 

ホース結合用ネジ部 〃 Ｈ５１２０ （銅及び銅合金鋳物） 

 〃 Ｈ５１２１ （銅合金連続鋳造鋳物） 

 〃 Ｈ５２０２ （ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ合金鋳物） 

車の構成材 〃 Ｇ３１０１ （一般構造用延鋼材） 

注 通水内面には、防食処置を施すこと.(ただし、銅及び銅合金部分を除

く) 

 

３ 主ポンプ 

(1) インデューサー付一段ボリュートポンプとする。 

性能は、国の定める A－２級の規格に合格するとともに、次の数値以上の性能を

有すること。 

ア 規格放水量 送水圧力０．８５ＭＰａにおいて２．０㎥/min 以上 

イ 高圧放水量 送水圧力１．４ＭＰａにおいて１．４㎥/min 以上 

(2) ポンプは、シャーシに確実に固定し、振動等によって移動又は破損等が生じ な

いように取付け、特にエンジンマウンティングの影響により支障のないよう留意

すること。 

(3) ポンプ材質は車体全体の軽量化を考慮し、アルミ製とすること。但し、砂利等の

混入にも対応できるよう強度・耐腐食性も考慮し、インペラは青銅鋳物製とする

こと。 

(4) 主羽根車 

羽根は、斜流型またはボリュート型であって、高圧発生の場合でも軸に横押しの

力がかからず、羽根及び水路の肌は滑らかで高性能を発揮すること。 

(5) ガイドベーン 

羽根及び羽根の周囲に設けられた水路は高圧性能に適した合理的な構造である

こと。 

(6) グランド部の漏水は、一切の構造機構にかからぬよう、パイプを以て下方に導く

こと。 

(7) 軸受部は、グリスレスのメカニカルシールとし、不凍液や作動油、グレーチング

オイル等の使用及び継ぎ足しも必要ない構造とすること。なお、軸先端部もグリ

スレスのこと。 

(8) ポンプ本体下部にドレンコックを設けること。 

ア 各段毎に設けること。 

イ コック操作は、ポンプ作動レバーと連動とする。（電磁式バルブには手動式バ

ルブを取り付けること） 

ウ 排水が車両構造等にかからないよう配意すること。 
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４ 真空ポンプ 

真空ポンプは無給油式とし、本市の地形的特徴・水利状況を考慮し、最大真空が高

く、高落差でも吸水条件のよい、ピストンを左右に動かし吸排気バルブにより空気

を排出する方式を使用すること。 

(1) 性能 

回転数１，２００ｒｐｍ吸管（75mm×10m）外端部閉塞にて次の数値とする。 

ア ３０秒以内に試験時大気圧の８４％（約-0.085MPa）以上 

イ 漏気は３０秒間１．３ＫＰａ以下 

(2) 動力伝達装置は、機能確実で振動及び騒音が少なく、歯付ベルトによりスムーズ

な伝達が円滑に脱着できる構造で、完全揚水（水圧 0.3MPa 以内）と同時に自動

的に停止するものであること。 

(3) 操作盤上に真空作動、停止（緊急減圧機能兼用）を設け、操作性を考慮し、φ２

０以上の照光スイッチを使用すること。 

(4) 非常用の別系統スイッチを車両右側に設けるものとする。 

(5) 気水分離機を必要としない構造とし、吸水配管内の空気を効果的に排出するエア

チャンバ方式とする。 

(6) 車両軽量化のため、ケーシングはアルミ製とすること。 

 

５ 主ポンプ伝導装置（シャーシ固有のもの） 

(1) 本伝導装置は、主ポンプへの伝導を容易に接断し、走行用の動力を任意かつ容易

に切替え得る構造とする。 

(2) ポンプ回転時は、エンジンクランク軸から直接動力を伝え、高効率で操作容易な

ものとする。 

 

６ 吸水口 

(1) 吸水口は、ポンプ室両側に各一個設け７５ｍｍボールコック付きとし、それぞれ

ストレーナーを設けるものとする。 

(2) 吸水口には自在エルボを取付け、これに７５ｍｍ×１０ｍのソフト吸管（WS２０

０MZ）を接続し、車体両側に収納装置を設け固定する。 

(3) 吸水配管は、流水抵抗をできるかぎり少なくするよう努めること。 

(4) パイプ及びボールコックには残水を完全に排水できるよう傾斜をつけドレンコ

ックを設けること。 

 

７ 呼び水装置（エゼクタ） 

呼び水装置は、吸水量１，０００ℓ／min（吸水高３ｍ）のとき、バルブを全開して

も落水せず、６０秒以内に揚水を完了できるもので、揚水確認が容易にできる通水

確認装置を設けること。 
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８ 中継吸水口 

(1) 中継吸水口は、ポンプ室両側に各一個設け、６５ｍｍボールコック（ストレーナ

ー付き）を取付けること。 

(2) パイプ及びボールコックには、残水を完全に排水できるよう傾斜をつけドレンコ

ックを設けること。 

 

９ 放水口 

(1) 放水口は、ポンプ室両側に各二個設け６５ｍｍボ－ルコックを取付けること。 

(2) ボ－ルコックは、高圧力においても容易に開閉操作ができること。 

(3) 放水配管及びボ－ルコックの残水を完全に排水できるよう傾斜をつけドレンコ

ックを設けること。 

(4) 自動放口閉塞弁（天頂バルブ）については、車が傾斜しても自動的に閉じる構造

とすること。 

 

１０ 冷却水配管 

(1) ギヤーケース、エンジンオイル及びラジエター水の冷却のため冷却水配管を放水

配管から取出し、設けること。 

(2) 配管は、一系統にまとめバルブで調整でき、調整バルブに予備回路を設け、それ

ぞれにストレーナーを設けること。（ストレーナーの清掃が容易に出来る構造と

する） 

 

１１ ポンプ操作装置 

(1) ポンプ操作に必要な各装置はポンプ室左右に設けること。 

(2) ポンプ操作装置は、視認性に優れたＬＥＤバックライト式高解像度７インチ以上

のカラー液晶で、操作スイッチは画面と一体式に取付けられている押しボタンス

イッチにより、運転及び画面切り替え等の操作が容易に出来るものとする。 

また、画面には吸水口、中継口及び放水口の開閉表示、真空ポンプの作動表示、

冷却水の通水不良表示、主ポンプの運転状況及び放水時において、各放水口の水

の流れが把握でき、個々の流量表示ができること。 

(3) ポンプドレンコックは、ポンプレバーと連動式とする。 

(4) 真空ポンプ作動方式は電動ワンタッチ式操作ボタンとし、ポンプ室両側に設け、

予備操作装置はポンプ室右側に設けること。 

なお真空ポンプの停止スイッチは筒先要員の安全確保の為に緊急時減圧機能（エ

ンジン回転を一気にアイドリングまで下げる）を兼ね備えること。減圧後はスロ

ットル操作すればすぐにスロットルアップできる構造とすること。 

(5) スロットハンドルは電子スロットル式とし右回転でスロットルアップでき スロ

ットルの開度変更（開度 4 パターン方式）が出来ること。 
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(6) ポンプスロットルは電子式（エンコーダ）スロットルとし、スロットルの作動状

態については左右ポンプ操作装置に設けた多目的表示液晶ディスプレイに表示

すること。尚、表示は PTO を入れた時のみ反応すること。 

(7) スロットルは PTO が繋がっていない場合は、スロットルを操作してもエンジン回

転操作が出来ないインターロック機能を設け、ディスプレイ内に表示されるスロ

ットル開度表示も PTO が入っている時のみ変化すること。 

(8) 多目的表示液晶ディスプレイ内で、取扱説明書データを PDF 文章で表示でき、拡

大・縮小も出来ること。 

(9) 操作装置左右（計器板）に揚水確認灯を設けること。 

(10) メンテナンス対応の迅速化の為、故障原因判定機能を設けること。 

(11) 圧力計・連成計（リタード式）は視認性を良くする為φ１００とし、ステッピン

グモータを用いた電子式（透過光照明灯・ゲージ部作動確認ランプ付）とし、振

動等でも針振れがない構造とすること。 

 

１２ ホースカー 

ホースカーは６５ｍｍ×２０ｍホ－スが６本積載でき、車両後部ステップに取り付

けること。（えん木は折り畳み式）また、車輪は折り畳み式とし、できるかぎり軽

量化に努め、安全のため二重ロックで車体と固定すること。タイヤはノーパンクタ

イヤとする。 

 

１３ 小型動力ポンプ 

スーパーボールコック又は L 型コック式であり、始動方法はリコイルスタート方式

であること。また、ポンプ室後部の機材収納庫にスライド式の取付け装置を設け小

型動力ポンプを収納すること。また、照明器具及び燃料缶の取付装置を設けること。 

(1) 性能      分離給油式 C-1 級 

(2) 冷却方式  空冷式 

(3) 真空ポンプ     オイルレス方式 

(4) 照明器具  三脚付 

(5) 燃料缶  １０ℓ用（消防法適合品） 

(6) ポンプ用工具     工具箱付 

 

１４ 車体の構造 

(1) 艤装材料の厚さは次によるものとし、フロアーステップ、バンパー上部、リヤフ

ェンダー上部及びその他必要とする部分はアルミ縞板であること。 

ア 側板   １．６ｍｍ以上 

イ サイドエプロン     １．２ｍｍ以上 

ウ フェンダー      １．０ｍｍ以上 

(2) ボデー側板は一般構造用圧延鋼材を使用して周辺を外側に折り曲げ加工しフラッ
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トとするとともに、加工部位はケガ等しないように研磨する。 

(3) 荷台上部は、アルミ縞板でフラットにすること。 

(4) サイドステップ及びリヤステップは縞アルミ板で外端部を折り曲げ加工とする。

また、リヤフェンダーは丸型とし、上部に保護板を取付けること。 

(5) ポンプ室上部にホース等の積載ができる左右跳ね上げ式扉（補助ロック各2個付）

収納庫（開口部には、上下可動式一段手摺を設け、ホース等収納できる構造とす

る。）を設け、中央に容易に脱着出来る間仕切り用２段手摺を取付け、照明灯（Ｌ

ＥＤ灯 ＭＹＳＢ－Ｌ ９－Ｗ）を設けること。（扉の開閉により作動し、キャビ

ン内にメインスイッチ付）なお、ポンプ点検用の扉を出来るだけ大きく設けるこ

と。 

(6) ポンプ室後部にMCD製アルミバーシャッター式の機材収納庫（高さは側板と同じ）

を設け、内部は一段の可動式の棚で仕切ること。間口には、落下防止の可動式一

段手摺を取り付けること。内部に照明灯（LED 灯 MYSB-L547-W）を左右シャッタ

ーレールに設け、間仕切り板（⊥型 2 個）を取付ける。（扉の開閉により作動し、

キャビン内にメインスイッチ付）また、庫内に小型動力ポンプ（C-1 型）積載装

置を作成し、スライド式にて取り出し及び収納が出来る構造とすること。照明器

具及び燃料缶の取付装置を設けること。 

(7) ポンプ室の側板は開放式とし、吸・放水コックの点検整備が容易に出来る構造と

すること。 

(8) 電子サイレンアンプ（ＳＢＷ－Ｄ１）、ラジオ、スイッチ類、受令機等はセンター

コンソール付近へ配置よく取り付けること。また、前席中央にボックスを設け、

運転に支障がない大きさでボックスを作成すること。 

(9) 車体天井右側にはしご積載装置を設け、折りたたみ梯子（Ｋ－１－３６）を取り

付けること。 

(10) 車体後面左側に展開式の昇降用梯子を設けること。 

(11) 車体天井部は前方及び左右に一段手摺、またアルミボックス（３５０×３５０×

１２００ｍｍ）を設けること。 

(12) とび口は左右側板部に出来る限り低く取り付けること。 

(13) 牽引フックは車両前後に設けること。 

(14) 金てこ、消火栓開閉金具（大箱ネジ回し）、スタンドパイプは、ポンプ後部収納

庫後内側、もしくは側板に取付け、剣先スコップは車両後部ステップ下に取付け

ること。 

(15) 車両右側前部及び左側後部に照明灯（ＭＹＳ－７５ＬＰ，スイッチは本体付近）

を各１個設け、左右側板吸管上部付近に作業灯（大阪サイレン ＬＩＡ－２００）

を各 1 個取付けること。 

(16) 管そう立てを後部ステップ左右に設けること。 

(17) 昇降用梯子、各取付積載品の脱着時に塗装の剥がれるおそれのある個所には、ア

ルミ板で保護すること。また、キャブドア蹴込部、フェンダー部、カマチ部等も
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同様にアルミ板で保護すること。 

 

１５ 外装部 

手すり及び部品等は可能なかぎりステンレス製を使用し、メッキ可能な積載品は、

総てクロームメッキを施すこと。 

(1) 塗装 

ア 車体は、特殊化学液にて充分錆落としのうえ、燐酸塩被膜を形成後プライマー、

パテ水研ぎ、サーフェーサーを行い、朱色アクリルウレタンにて３回以上の吹

き付けを行い、充分乾燥させること。 

イ 収納室内はシルバー塗装とする。 

ウ ポンプ関係及びシャーシーフレームは、メーカー標準色の塗料で入念な塗装を

行うこと。 

(2) 各操作レバー、バルブ及びコック類には文字の消えにくいネームプレートを設け

ること。 

(3) 標識灯、左右ドアに指定の文字及び後部左に納入年度を記入すること。(寸法等

は別に指示) 

 

１６ 取付品及び取付装置は次に掲げるもの 

(1) ポンプ圧力計            ２個 

(2) ポンプ連成計（リタード式）     ２個 

(3) エンジン回転計      １個 

(4) エンジン油温計      １個 

(5) 赤色警光灯 

ア 上部(大阪サイレン製 NF-ML-VA2M-HA1-LF 型) 

（標識灯(白)付 スモール連動)    １個 

イ 後部（大阪サイレン製 LFA-100 保護枠付)   １個 

ウ フロントパネル(大阪サイレン製 LFA-100)   ２個 

(6) 電子サイレン (大阪サイレン製 TSK- D151)   １個 

団用標準搭載メッセージが使用できること（音声キャンセルスイッチ、マイク付

き及び出動予告放送付き） 

(7) 10 連スイッチ（大阪サイレン SBW－D1）   1 個 

(8) 後退警報器 (夜間停止式)     1 個 

(9) 後方視界モニター         1 個 

リアエプロン中央上部にカメラを設け、キャビン内のルームミラー型モニターで

常時確認出来ること。（カメラに保護板取付） 

 

 

 



10 

１７ 軽微な変更として備えることができる取付品及び取付装置は次に掲げるもの 

(1) 電動サイレン（大阪サイレン製 ５ＳＡと同等品）  １個 

(2) 電子式流量計及び積算計（デジタル式）     左右各１個 

(3) 訓練旗(上下伸縮式、車両右側後部）          1 個 

(4) 不凍液注入装置 

 

１８ 積載品及び付属品 

(1) 備えなければならない附属品 

品 名 数量 備 考 

吸管(ﾗｾﾝﾗｲﾝ) 2 本75mm×10m（スイベルエルボ付き）WS200MZ 

吸口ストレーナー 2 個 

吸管ストレーナー 2 個ＩＷＡ製 

吸管ちりよけ篭 2 個ＩＷＡ製（ヒッパラー媒介、差込オス媒介付き） 

吸管まくら木 2 個木製 

吸管ロープ 2 本10mm×12ｍ（ナス環付） 

消火栓金具 2 個75mm メスネジ×65mm 差込メス 

中継用媒介金具 2 個65mm メスネジ×65mm 差込メス(ｽﾄﾚｰﾅｰ付き） 

消火栓開閉金具 各１個地上式（メガネ式）、地下式用（０．８ｍ） 

吸管スパナ 2 丁 

管そう 2 本C 型 65mm ｵｽﾈｼﾞ×65mm 差込ﾒｽ 650mm（ｱﾙﾐ製）

背負いバンド付き 

2 本C 型 65mm ｵｽﾈｼﾞ×50mm 差込ﾒｽ 350mm （ｱﾙﾐ製）

背負いバンド付き 

ノズル 4 本ダブコンマークⅡ 

放口媒介金具 4 個65mm メスネジ×65mm 差込オス 

とび口 2 本約 1.5ｍ（柄は樫） 

ディスクストレーナー 1 個D75S 

金てこ 1 本約 0.8ｍ 

剣先スコップ 1 丁ステップ下部に取付け 

ホース延長用資器材 

（ホースカー） 

1 台65mm×6 本、ホースカー用カバー付き 

65mm用管そう立て、分岐管用金具各 1 個 

はしご 1 梯折りたたみ式 Ｋ－１－３６ 

車輪止 2 個ゴム製（黄色、取付け） 

消火器 1 本自動車用（ＡＢＣ粉末6ｋｇ取付け） 

ポンプ工具 1 式工具箱、ボールピンハンマー（ＰＨ４５－３２３）

含む 
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(2) 軽微な変更として備えることの出来る附属品 

品 名 数量 備 考 

タイヤチェーン 1 式シングル用（バンド含む） 

分岐管 2 個65mm×65mm 差込メス 2 線個別(ﾏﾙﾁｺﾈｸﾄ式) 

ホースブリッジ 2 個ゴム製、幅 500mm 

ホース背負器 2 個65mm ホース 2 本積み 

斧 1 個 

掛矢 1 個胴径 150mm 以上 

クリッパー 1 個BC-0745 ７ｍｍ対応 

のこぎり 1 個片刃、刃渡り40ｃｍ以上 ケース付 

スタンドパイプ 1 本単口引き上げ式 ＰＳ65 700mm 

替ノズル 各1 本23mm, 26mm （収納ケース付） 

ホース漏水防止バンド 10 個マジックテープ式（HB-100） 

媒介金具 各1 個

2 個

1 個

65mm 差込ｵｽ×65mm 差込ｵｽ､65mm 差込ﾒｽ×65mm 

差込ﾒｽ 

65mm 差込ﾒｽ×50mm 差込ｵｽ 

75mm ﾈｼﾞｵｽ×65mm ﾈｼﾞﾒｽ 

新型消火栓キー 1 組 

アルミボックス 1 個350mm×350mm×1200mm 荷台上部に取付け 

強力ライト（乾電池式） 2 個ナショナル BF-BS05P（乾電池付） 

 

１９ その他の艤装及び装備品 

(1) 消防団マークを車体前部中央付近に取付けること。 

(2) 後輪照射灯（ＬＥＤライト MYSR-L9-W スモール連動）を左右サイドステップ下

部に取付け、車両後端左右に車幅灯（LED 式黄色 スモール連動）を設けること。 

(3) 泥よけを４輪に取付けること。 

(4) キャブ内助手席及び後部座席左右にマップランプ（LED 式）を設けること。 

(5) 全席に座席カバー（0.3 ㎜以上のビニール製）を取付けること。 

(6) ポンプ操作装置左右にＬＥＤライト(側板折り曲げ部下側及び側板にＬＥＤライ

ト ＭＹＳＰ－Ｌ１８－Ｗ)を取付けること。 

(7) 消防受令器（デジタル）を既存の車両から取外し、配線貫通部は、専用の金具を

使用し新規車両に取り付けること。（アンテナ、配線等は新品）また、本体部は後

席下付近に専用架台を作成し取付けること。 

(8) 既存の車両に積載してあるドライブレコーダを取外し、納入する車両に取り付け

ること。 

(9) キャビン内のシフトレバー付近に収納箱を設け、車両のメンテナンスを考慮した

構造とすること。 
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(10) 収納庫、ボックス内の全てにすのこを設け、安全上補助ロック、落下防止措置を

講ずること。 

(11) 媒介金具等は、全てヨネ製を使用すること。 

 

２０ キャビン 

(1) キャビン内のセンターピラー間に、強度の高いパイプを後部座席用手摺として設

け、S 型ロープ掛けを 3 個取り付けること。また、地図入れ収納庫を設けること。 

 

２１ 記入文字 

 文字 文字サイズ 文字色 

標識灯 厚見 標準 黒色 

左右後部ドア上段 岐阜市南消防団 縦１２ｃｍ、横１１ｃｍ 白色反射 

厚見分団 縦９ｃｍ、横９ｃｍ 白色反射 

車両後部 令和３年度納入 別途協議 白色 

(1) 文字体 丸ゴッシク体 左読み 

(2) テープ 白色 オラファルリフレクティブソリューションズ社製反射 

(3) キャビンサイドに「再帰性に富んだ反射材」を貼り付けること。（サイズ等は協

議） 

 

第4 検 査 

１ 中間検査 

各艤装部分及び取付け品の位置、固定方法等について艤装中本部職員をして中間検

査を実施するものとする。 

 

２ 完成及び検収検査 

新規登録検査に合格後、本部が本仕様書に基づいて各種検査を実施し、全てが良好

と認め受注者から車両を受領して完了する。完了後、受注者は納品書を本部へ提出

すること。しかし、検査の結果で本部が不合格と認めた箇所については、受注者は

速やかに改修をし再検査を受けること。なお、改修等に要する費用は受注者負担と

する。 

 

第5 補 則 

１ 本仕様書に定められない事項でも、受注者が公表している仕様工作上において、当

然なことはこれを施工すること。 

２ 資器材等については、努めて軽量化を図るものとする。ただし、強度を保ち変形し

ないこと。なお、軽量化に伴い変更の場合は本部と協議をすること。 

 

３ 完成車は、中部運輸局岐阜陸運支局の行う新規登録検査及び緊急車指定申請手続き
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を完了後に本部へ納入する。 

 

４ 自動車損害賠償責任保険、登録手数料、その他新車登録手続きに必要な経費（重量

税を除く）を含む。 

 

５ 完成車は、新規登録検査に合格後、各部の給脂等の点検整備を入念に実施し、燃料

を満量にして納入検収を受けること。 

 

６ 保証期間が経過後といえども、使用資器材等及び艤装による不備欠陥等による故障

破損等の一切は受注者の責任において速やかに修理若しくは交換し、それに要した

費用は受注者が負担する。 

 

７ アフターサービスは良心的に実施するとともに、修理を要するものについては、迅

速、かつ的確に行うこと。 

 

８ 保証期間は、納入検収後１年間とする。 

 

９ 完成車の納入期限は、令和４年３月１８日とする。 

 

１０ 納入場所 

岐阜市消防本部 消防総務課 

 

以上 

※担当 岐阜市消防本部消防総務課 山口 

TEL：０５８－２６２－７１６１ 

FAX：０５８－２６６－８１５３ 

 


